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要旨：腎細胞癌の術後 11 年目に膵転移巣を切除した 66 歳男性の 1例を報告する． 

症例は 54 歳で胃癌に対して胃部分切除術，55 歳で腎細胞癌に対して左腎摘除術，59 歳で胃癌の局所再発
に対して胃全摘除術を受けていた．腹部ダイナミック CTで膵尾部に血流豊富な腫瘤を認め，腎細胞癌の膵
転移が示唆された．膵体尾部切除術が行われ，病理診断は転移性の淡明細胞型腎細胞癌であった．膵転移
切除術後 66 ヶ月のフォローアップ CTで多数の腹腔内リンパ節転移を認めた．症例は膵切除術から 71 ヶ月
後，最初の腎摘除術から 205 ヶ月後に死亡した．
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